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内藤（事務局長）  おはようございます。 

 本日、第４回の新町建設小委員会を開催させていただきました。 

 小雨模様のあいにくの日でございますが、ご案内いたしましたとお

り、ご多用の中お繰り合わせの上ご出席いただきまして、ありがとう

ございます。 

 初めに当たりまして、井上委員長さんからごあいさつをいただきま

す。よろしくお願いいたします。 

井上（委員長）   皆さん、おはようございます。早朝からご苦労さんでございます。 

 一言ごあいさつを申し上げたいと思います。 

 田植えも終わりまして、その後の天候にも恵まれまして、稲は順調

に生育しているようでございます。農家におかれましては、今、一息

入れられておる時期ではないかと思います。 

 今日は新町建設計画小委員会を開催をさせていただきました。委員

の皆さん方には、月末、しかも最終の日曜日でございますし、しかも

早い時間帯ということで、それぞれご予定があったかと思いますが、

まげてご出席をいただきましてまことにありがとうございます。 

 当委員会も、委員の皆さん方のご協力によりまして、回を重ねて４

回目を迎えるわけでございます。とりわけ、去る５月１４日の委員会

におきましては、新しいまちづくりにつきましてのワークショップを

お願いをいたしました。委員の皆さん方に大変なお骨折りをいただき

まして、まことにありがとうございました。本日は、そのまとめにつ

いて発表していただくことになっておりますので、よろしくお願いを

申し上げまして一言ごあいさつといたします。どうもご苦労さんで

す。ありがとうございます。 

内藤（事務局長）  ありがとうございました。 

 それでは、この後引き続きまして、委員長に進行していただくわけ

でございますが、なお本日、藤原博一委員さん、大仲正記委員さん、

大中康寛委員さんからはご欠席の通知を受けております。なお、立岩

三代子さん、井上隆弘さん、廣納正さんにつきましては、途中退席さ

れるという連絡を受けておりますので、よろしくお願い申し上げま

す。 

 なお、コンサルからも千田さんに同席をいただいております。 

 以上でございます。 

 委員長、進行をよろしくお願いいたします。 

井上（委員長）   ありがとうございます。 

 それでは、本日の出席の確認をいたします。 

会 議 経 過 
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 本日の出席は２８名中２３名の出席をいただいております。よっ

て、定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 それでは、議事を進めてまいります。 

 前回の第３回新町建設小委員会では、３つの委員会ごとにワークシ

ョップを行っていただき、テーマごとに各地域における具体的な状

況、課題の要因、改善していくための必要な取り組み等について作業

をしていただきました。 

 今回はその結果を踏まえ、分科会ごとに発表いただく方を決めてい

ただいておると思いますので、テーマごとに発表をいただきます。一

つのテーマの発表が終わりますと、委員さんから、意見、質問等で意

見交換をしていただきます。このようなことで進めてまいりますが、

事務局からもう少し具体的な説明をお願いをいたしたいと思います。 

 事務局、お願いをいたします。 

浅田（事務局）   それでは、皆様、おはようございます。本日第４回目の新町建設計

画小委員会ということで、全体会を開催させていただきたいと思いま

す。 

 先ほど委員長からご説明がございましたように、本日皆様方のお手

元の方に前回ワークショップをいただきましたまとめという資料と、

それからたくさん宿題を整理していただきまして、付箋をたくさん張

っていただきましたＡ３の大きなそれぞれまとめをしたものと、２種

類お渡しをさせていただいております。これらを踏まえながら、ただ

いまから民生・福祉、産業・建設、総務・文教、それぞれに各部会と

も３つの課題があったかと思います。それぞれ１つずつの発表を各分

科会からいただき、それに対して、他の分科会の委員さんからも含め

て全体の中で意見交換、そういったものをしていただきたいというふ

うに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、一つの課題等につきましては、発表の方は、できましたら１

０分以内ぐらいを目途にやっていただきたいというふうに考えており

ます。 

 まず、民生・福祉の分科会につきましては、坂田篤彦委員さんより

ご発表をいただきます。次に、産業・建設部会は小寺敏樹委員さん、

最後の総務・文教委員会につきましては藤原日順委員さんに、それぞ

れ分科会の発表をしていただきたいというふうに考えておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 
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 今、事務局より説明がございましたが、何か質問がありましたらお

受けをいたしたいと思います。 

 ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   ないようでございますので、私の方からお願いを１ついたしておき

たいと思います。 

 質問等をされる方につきましては、挙手をしていただきまして氏名

をお願いをいたしたいと思います。よろしくお願いをいたします。 

 それでは最初に、民生・福祉分科会のワークショップの結果の発表

をいただきます。 

 発表者の坂田委員さん、よろしくお願いをいたします。 

 最初は、テーマ１の「高齢者の生きがいづくり」についてでござい

ます。よろしくお願いをいたします。 

坂田委員      民生・福祉分科会のお世話させていただいてます坂田でございま

す。座って報告させていただきます。 

 Ａ３の方にまとめていただいているのが、前回のワークショップで

それぞれの付箋紙に張って引き出した内容でございます。まとめで大

きく書いてありますのが、黒い丸でしているのが要約した内容的なも

のでございます。そうでなしに、枠の頭がないのでちょぼちょぼが入

って、下の方は特にそれが多いんですが、これはその場で意見交換が

されたものがかなり入ってるものがございますので、その辺は同じこ

とでございますので、一々それを系統立てて説明するには時間を要し

ますんで、Ａ４の方で、簡単にまとめていただいておる分で報告させ

ていただきたいと思います。 

 まず、「高齢者の生きがいづくり」について、前回のワークショッ

プで欠席者の方もございましたんですけども、その方からは文書でメ

モが提出されまして、付箋紙の方に添付して皆で検討いたしました。 

 概略的に申しますと、やっぱり高齢化が、これもここだけの話じゃ

ないんですが、進んでおりまして、その辺のところが大きな課題であ

るというふうに、取り組んでいく必要があろうというふうな認識でご

ざいます。 

 特に、交通に関しての意見が結構出されまして、それと後の安全の

方にもつながっていくわけですけども、やはり距離の中央に、中央と

申しますか病院なんかから離れた地域には、やはり消防にしても救急

にしても時間がかかるというようなこともございますし、医療施設へ

行くには交通機関が少ないというような、そういう問題もございま



 発 言 者         議 題・発言内容・決定事項 

- 4 - 

す。 

 それから、特に高齢者の方につきましては、それを利用する必要性

というんですか、やはり自分で車が運転できないというふうな状況、

まして病気になればそういう問題が出てくるというような意見の中

で、いろんなことが出てきておりました。 

 特に、高齢者の活動につきましては、高齢者が参加できるようなや

っぱり地域活動が必要であろうと、そういうような機会とか場、それ

とやっぱり世代交代、交流があれですが、世代間の交流がやっぱり地

域で必要になってきてるんじゃないかというような意見が出ておりま

す。 

 これらの要因としては、活動場所とか公共施設のバリアフリー化、

そういうことが一つのそういう機会を少なくしていることではないか

というふうに皆さんの意見でまとめております。 

 それから、ひとり暮らし、これも何もここの地域だけやないんです

が、そういう高齢者が増えておると。ひとり暮らしの方、夫婦だけの

老人世帯も増えてきておりますんで、そういう寝たきり老人に見られ

るような状況は何とか改善したいというような気持ちで、取り組みが

必要であろうというような意見がありました。 

 それから、寝たきりになって困っている高齢者については、地域と

のやっぱりつながりというんですか、近所、向こう三軒両隣のつなが

りも含めて、やっぱり地域とのつながりがどうしても今の時代希薄に

なってきてるんじゃないかというようなことが、一つの要因として指

摘されております。 

 その次に、最後に下の方に、Ａ３の方の資料にも下の方にまとめて

いろいろと意見が出ておるわけですけども、十分な、前のワークショ

ップでは検討する時間がございませんでしたが、いずれにしても高齢

者の生きがいづくりにかかわる活動とやっぱり機会の場というのを何

らかの形で充実していく必要があろうというような意見が、一区切り

したまとめとしては考えられるんじゃないかと、こういうことでござ

います。 

 いずれにいたしましても、今の両町でこういう意見についての温度

差というものは、感じたようなものはございませんでした。だから、

両方、合併後も一つの同じ、足並みをそろえた取り組みができるもの

はこの機会に一つのアイデアを考え出して、取り組んでいけるものが

あれば、一歩でも前へ進めるように努力する必要があるんじゃないか

と、このようにまとめております。 
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 以上でございます。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ただいまの発表に対する意見やお聞きになりたいことがございまし

たら、どうぞ。 

 どなたからでもよろしゅうございますので、お願いをいたします。 

 ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   ないようでございますので、次はテーマ２の「若者の流出抑制」に

ついてお願いをいたします。 

坂田委員      若者、「若年層の流出抑制」という、こういう課題でございますけ

ども、これは民生・福祉だけでなしに、やはりもっと町全域というん

ですか、この神崎・大河内の中山間地域の位置的な、地理的な問題と

か、気候、風土の問題とか、いろんな総合的な中でやっぱり、それと

終戦後６０年たっていろいろと活動してきた産業の中での歴史の中

で、やはりこういうものが、ここの町だけの話じゃなしに全国的な問

題であろうという中で、一つのテーマとして上げられてきて、どうし

たら何か、施策ができるんじゃないかというような大きな課題でござ

います。 

 特に、なぜ若者が流出していってしまっているんやと、こういうこ

とから始まったわけですけども、なかなかそういうことにつきまして

はどこからつかまえていいかというのは難しゅうございます。先ほど

言いましたように、やはりいろいろな地理的な条件、歴史的な産業の

流れの中で、こういう状況が生じてきているんじゃないかと。もっと

やっぱり横断的に、単に若者流出という断面だけをとらえるんじゃな

しに、総合的なやっぱり連携を取った施策が最終的には必要であろう

と思います。 

 中で、意見としては、働く場所、やはり地場産業とか地域内の産業

をもっともっと振興を図る必要性があるんじゃないかと。この辺のと

ころが、大きな受け皿になってほしいということが重要な課題であろ

うというふうに皆さんの認識は一致しておりました。 

 当地域に、それからやっぱりこれだけの自然と、豊かな自然と、こ

こに温かい心を持った人間がいるんですから、やはりそこでここの町

の魅力というものをもう一遍探り出して、そういうところを若者たち

にも一緒に考えてもらったらというようなことが意見として上げられ

ました。 

 それともう一つは、やっぱり小さい子供たちの少子化という問題の
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中で、若者が少ない少ないと言うんやなしに、やっぱり子供がそこで

やはり親が働ける場があれば、子供を預けて安心してそういうところ

で生活環境というのを整えていけるような、やはりそういう場所とい

うのも必要であろうということが指摘されております。 

 そして、子供が安心して大きく育てられるように、保育施設の問題

とか保育料の問題とか、やはりそういう、高齢者の福祉も大切ですけ

ども、新しい、若い子供たちが成長していくためのそういう福祉支援

というんですか、そういうものも必要であろうというような意見が出

されております。 

 それと、やはり時代の流れの中で、明治以降続いてきた家族制度と

いうものが戦後壊れていって、今のようにだんだん核家族化が進んで

きたわけでございますけど、そういう状況の中で、やはり住むところ

というのはなかなか適当なものが見つからないというようなことで、

今の時代に合った公営住宅というのですか、やっぱり住みやすい家、

子育てができるような環境、雰囲気というのが求められてきてるとい

うような中で、新しい取り組みもやっぱり必要じゃなかろうかという

ような意見がありました。 

 ここでも大きな論議をすることはできませんでしたけども、やはり

産業の振興と子育て支援、町の活性化に伴う、そういう安心して子供

たちが住めるような、育てられるところがあればというところが、若

者の流出を抑制する、歯どめをかけられる、全体的な意見としての話

でございます。 

 以上でございます。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ただいま発表がありました「若者の流出抑制」について、ご意見等

お願いをいたします。何でも結構でございます。 

 どなたかございませんか。 

 ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   ないようでございますので、先に進めさせていただきたいと思いま

す。 

 ３つ目のテーマは、「すべての人の安全・安心の確保」についてで

ございます。 

 発表をお願いいたします。 

坂田委員      それでは引き続いて、「人の安全・安心の確保」という大きな課題

でございます。 
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 これにつきましては、もう人間の歴史始まって以来、やはりずっと

取り組んできた中で、今の現在の神崎・大河内につきましてはかなり

の体制整備もできておるわけでございますけども、いずれにしまして

も、先ほど申しましたように、高齢化、少子化といういろんな条件

と、それから地理的条件の中で、やはり消防団員の不足とか、そうい

うようないろいろな問題が現実にあらわれてきとるのも事実でござい

ます。 

 このような中で、将来的に見てどうしたらいいんかというのが一つ

の課題であろうと思いますけど、現状では地域内で消防団員が少なく

なっていることについては、やはり何らかの形で、地域内で働いてい

る人などが少ないという問題も含めて、体制を考える必要があるんじ

ゃないかというような意見が出ております。 

 それから、地元におる人の、やっぱり年寄りも若者も子供たちも、

そういう危機感の意識が、特にこの地域は温暖であり災害も少なかっ

た歴史的なあれもあるんでしょうけども、やっぱり意識が低いという

のも一つの指摘がございまして、やはりそういうことはふだんからそ

ういう訓練なり啓蒙なりする必要があろうというような意見も出され

ております。 

 それから、やはりいざというときの緊急時の情報伝達とか、救急

車、消防車、そういうものがやはり問題があるんじゃないかと。特

に、町を離れたところにあるのは中播消防が来るのに３０分もかかる

というようなことでは、救急にしても消防にしても間に合わへんやな

いかというようなこともございまして、やはりそういうところでのお

互いに、先ほども申しましたように、助け合う、情報を連絡し合う、

共有し合うて早いこと伝えて協力を得られるような体制が必要やない

かと。経済的に許すならば、やっぱり救急車、消防車に対しての出張

所ができるだけ近いとこにあったらいいんじゃないかと、こういうよ

うな意見も出されております。 

 特に、情報伝達については即に流れるようなＣＡＴＶなどを活用す

る必要も十分あろうというふうな、そういう体制も充実が必要であろ

うというような意見も出ております。 

 また、防犯に関しても、先日来何か子供たちにいろいろというよう

なことも出ておりますけども、やはり悪徳商法の問題とか高齢者に対

するおれおれ詐欺みたいなもんも、何か両町の中では最近もあったよ

うでございますけど、こういうことを含めて、やはり近所同士でのコ

ミュニケーションというのは、一番大きな防犯に対しても重要なとこ
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ろであろうというふうなことが指摘されております。 

 だから、これからどういう仕組みづくりをしていったらいいんか。

結局、新しい町になったときのことで、この機会にそういうことの仕

組みをもう一遍やはり考え直して、地域のつながりを強化した防災・

防犯に対する緊急時の助け合い、支え合いのための体制がやっぱり大

きな課題ではなかろうか、重要であろうというような意見でまとめて

おります。 

 以上でございます。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ただいまの発表についてご意見等お願いをいたします。 

 どなたか、ございませんか。 

 ございませんか。 

 どうぞ。 

日和（副委員長）  私、民生・福祉分科会に所属しておりまして、今、以上のとおりで

ございますが、私が忘れておったといいますか、その場で意見が言え

なかったことなんですけれども、この項目についてどれかに入るとい

うことはちょっと分けにくいかもわかりませんが、ＪＲの播但線の複

線化、これについてやはり必要ではないかなというのを忘れておりま

したので、入れていただいたらというふうに思います。 

 それで、今もう一点は、取り組みに関することについては今後どう

取り扱われるのか、意見交換をしてなかったということですので、そ

の点もお伺いしたいと思います。 

 以上です。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ほかに、ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   ないようでございますので、これで民生・福祉分科会の発表を終わ

りまして、次に移らせていただきます。 

 次は、産業・建設分科会のワークショップの結果を発表をしていた

だきます。 

 発表者の小寺委員さん、よろしくお願いをいたします。 

 まず、テーマ１の「自然環境の維持管理」でございます。よろしく

お願いをいたします。 

小寺委員      失礼いたします。産業・建設分科会の小寺でございます。 

 私たちの文化会では３つの課題の柱ということで、１つ目は「自然

環境の維持管理」について、２つ目は「産業の担い手確保」、３つ目
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は「個々の観光地やイベントどうしの連携」についてということで、

話し合いをさせていただきました。 

 お手元の資料にございますように、Ａ３のもので大きく皆さん方の

付箋に書かれたものをまとめ上げたもの、そして先ほども言われてお

りましたＡ４で産業・建設分科会ということでまとめ上げられてるも

のを資料としてお目通しいただきたいと思います。 

 詳細については、先ほど坂田委員さんの方から申し上げられており

ましたように、各項目ごとにくくりをしております。その中でお聞き

いただければなと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、座って説明させていただきます。 

 それでは、委員長から申されました「自然環境の維持管理」という

ことで、私たちの分科会におきましては、欠席者については付せん紙

で提出をいただいた中でまとめ上げております。 

 まず、各地域における具体的な状況ということで、出された話の中

で農地、河川、山林ということで３つの課題が論点となりました。農

地につきましては、農地の荒廃、休耕田の増加、河川につきまして

は、河川の水質悪化、水量減少、山林につきましては山林の荒廃とい

うことで、話をいただいております。 

 まず、農地の荒廃、休耕田の増加に関することにつきましては、大

変田畑の荒廃や休耕田の増加が昨今見られている。その要因はなぜな

んだろうというふうなことで、農業従事者の不足、農業の採算性の低

下というふうなことは、非常に大きな原因になってるんではないかな

と。それにより、耕作放棄等の状況が現在進んでいるんではないかな

というふうなことが挙げられております。 

 それから、その農業に関しては、改善策等に対する取り組みとして

は、現在学校での農作業の体験の推進や若者層が農業にかかわりなが

ら地域に定住できる環境づくり、さらには都市住民との交流を通じた

休耕田の活用、いわゆる貸し農園なんですが、そういった形でグルー

プ活動の場として活用されて、都市との交流も現在図っていかれてる

場所もございました。 

 特に、民生・福祉の方でも言われておりましたように、やはり従事

者を増やすというので、共通のテーマとして、また後にも出てくるん

ですが、やはり若者たちが住める環境づくりを作っていかないとだめ

なんじゃないかなというふうな話が出ています。 

 次に河川、３つの論点の一つ、河川の状況なんですが、現在河川の

水質悪化、水量減少に関することということで、柱を立てて話をさせ
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ていただきました。 

 越知川、猪篠川というふうな形でこの資料には出てるんですが、越

知川、猪篠川だけじゃなく、市川についても小田原川についても犬見

川についても、大変生活環境の整備が整いまして、いわゆる生活排水

の方では大変きれくなっているように思います。ところが、やはり２

次排水の分、２次排水というのは処理場からの排水の問題、そういっ

たものの、今まださらに浄化する必要があるんじゃないかなというふ

うなことで、話がされております。 

 特に、生活排水の放流がやはり自然そのものの持つ浄化作用を低下

させている要因となっているんではないかなというふうなことで話が

出ております。また、水源については、やはりダムの建設、水害対策

と自然保全というんですかね、どちらを優先するかというふうな問題

があるんですが、やはりこれらの問題によりまして、自然の持つ、先

ほど言いました浄化作用そのものが低下してきていて、要らんものが

河川の方に繁殖しているような状況になっているということを、やは

り自然を大事にする神崎・大河内町両町の問題でございますので、そ

の辺をやっぱり住民一緒になって取り組んでいく必要があるんじゃな

いかなというふうな話が出ました。 

 次に、山林の荒廃に関することでございますが、現在人工林が多

く、広葉樹林や雑木林が減少しています。また、人工林についても間

伐等の維持管理が十分行えていない状況が挙げられております。 

 その要因というのは、生活様式の変化による木材需要、木材価格の

低下が、従事者の減少、労働意識の低下につながって、間伐等の労務

を十分に行えないことを挙げられ、またいわゆる３Ｋ問題ということ

で従事者がそちらを離れていく、若い者がそちらの方に従事しないと

いうふうな状況にもなっているんじゃないかというふうな話も出てお

りました。 

 特に、この大河内・神崎につきましても、大変いい材木があるんで

すが、最近ではやはり内地産材が大変高くなってきている。そういっ

た状況と輸入による安価な材木による住宅建築が進んでいってる中

で、何とかしてこういった地元産材の価値を見出すことが今後は必要

なんじゃないかなというふうに考えております。 

 それと、山林を維持管理していく上では、森林ボランティアの連携

や植樹や森づくり、間伐作業等への住民の参画を呼びかけ、山林の魅

力を訴えていくことが、今後の木材資源の利用促進、林道の整備によ

る作業環境の向上などにもつながっていくんじゃないかなというふう
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な話が出ておりました。 

 特に、各団体、行政、住民の協力による取り組みというふうなこと

で、安定した家族生活ができるよう、可能な対策を行政が第一に考

え、支援が必要じゃないかなというふうな話も出ておりましたことを

ご報告申し上げます。 

 以上でございます。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ただいま発表のありました「自然環境の維持保全」につきまして、

委員さんの中でご意見やお聞きになりたいことがございましたら、お

願いをいたしたいと思います。 

 かたくならずにざっくばらんにひとつ話をしていただいた方がいい

んやなかろうかと思いますんで、どんなことでも結構でございますの

で、ひとつそれぞれ思われたことをご発言いただきたいなと、こうい

うように思います。よろしくお願いをいたします。 

 どなたか、ございませんか。 

 どうぞ。 

山下委員      大河内町の山下です。 

 この次の課題の柱２にもちょっと関連するかと思うんですけども、

農業というのは私も勉強不足なところ大変あるんですけども、最近先

ほどの方でも、民生・福祉分科会の方でもありましたけども、農業の

担い手となる現状として両町、日本全国そうだと思うんですが、第１

には高齢者の方が中心になってやっておられるということと、もう一

つ、一方ではサラリーマンしながら休日などを農業で過ごす、やられ

てる兼業農家という方が大体中心でやられてると思うんですけども、

その場合ですとやはり農業というのは非常に労働時間というのを大変

長くとられるということで、機械化なり農薬とか化学的な肥料での対

応がなされると思うんですけども、そうするとますます今後農作業に

かかわる人々が減っていくという現状を考えると、そういうのがます

ます今後進んでいくんじゃないかなというふうに私は思うんですけど

も、そういう面から考えると、農業が及ぼす自然環境に対する影響と

いうのは非常に負荷が大きいんじゃないのかなというふうに素人なが

ら思うんですけども、その点、例えば今後は、新しい新町作った場合

には、労働という面、労働というか農作業という部分をより楽にさせ

ていこうとするのか、もしくは自然環境を管理、維持する方を非常に

重視していくというか、その比重というのは今後どういうふうにとら

えていくべきなのかなというのが、一つこの新町を作り出す上での非
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常に大きな比重のウエートのかけ方という部分になってくるんじゃな

いのかなと思うんですけど、その点何か意見とか出されましたでしょ

うか。 

小寺委員      大変貴重なご意見ありがとうございます。 

 ただ、おっしゃるとおりでございまして、確かに機械化なり進ん

で、いわゆる採算性をとるのか、従事者を増やして自然環境を、逆に

言えば保全するための施策でもって進んでいくのかというふうな話だ

と思うんですが、これにつきましては十分にそこまで話しすることも

できませんでした。特に、そういった問題について今回の分科会で話

しすべきことなのかどうかというふうなこともございまして、そこま

でには今回は触れておりません。今後、こういった機会がございまし

たら、そういった面も考えた上で話しされていくものと思いますが、

やはり私自身の考え方といいますと、やっぱり今おっしゃってました

兼業農家が大変多うございまして、農業に従事する時間もやっぱり機

械化に頼って、また営農組合等に頼って、その家の方が従事されない

というふうなこともございますが、この中でもちょっと話が出てるの

は、いわゆる農業でも食っていけるといいますか、食べていけるよう

な、生活ができる環境というのはどうなんだろうという中で、いわゆ

る農事法人だとか、今回神崎・大河内で作られているものを本当に特

産として生かしたような形でのブランド化と、そういうふうな話は多

少触れられておりましたように思います。 

 以上です。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 どなたかほかに、ございませんか。 

 どうぞ。 

奥野（恒）委員   神崎町の奥野です。 

 もう既に話がたびたび出とると思いますんですけども、要は農林

業、基幹産業ですけれども、産業としての確立、採算がとれんという

ことが一番原因ということはわかっておるわけなんですが、我々の昔

からの農作業から見まして非常に楽になった、あるいはまた便利にな

ったというふうに思うんですけども、若い人については大変な重労働

だというふうに受けとめられると思う。それをボランティアとかある

程度趣味でやる場合は問題ないんですけども、継続的に産業として継

続していこうとすれば、やはりある程度現状では国の政策からいうと

支援策が必要であると。 

 特に、農業につきましても、中山間地の直接支払い制度が５年ほど
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続いておるわけなんですけど、これも打ち切りになるかというふうな

状況でございますが、町なり市によっては、その行政がまたそれに肩

がわりをして支援をしていくところもございます。それから、森林に

ついては、森林税といいますか、環境税を取って、それをまた地域に

還元をしていこうというふうな、高知県のような施策をやっておると

ころもございますし、そういうことで、全国一律に行政が持っていく

ということはなかなか困難でございますので、やはり新しいまちづく

りについては、この神崎・大河内に合ったそういった施策をやっぱり

きっちりとやっていかんと、いわゆるよその地域を参考にしながら

も、やはりその土地土地の特性を生かすようなことを考えていかない

かんのやないかというふうに思うんです。 

 それで、特産物を作ろうということで、頑張って皆やっております

けども、全国あらゆるところで競争してやっていますので、なかなか

一朝一夕にはできないというのが現状でございますので、行政のそう

いったきっちりとした継続支援策も必要であるというふうに私は思っ

ております。 

 意見の中で、このそれぞれの分科会に共通するような問題がたくさ

んあるわけなんですけども、地域でできるだけ若い人が住めるような

いわゆる環境は、やはり働く場所とか、そういったような町の行政施

策が特に重要やと思いますので、それぞれの分科会で基本的なことを

ひとつ十分に建設計画を立てていかんと、合併してもこれは意味がな

いんじゃないかなというふうに思いますので、時間はかかると思うん

ですけども、そういうことをひとつ、地域に合った計画を検討してい

きたいというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ほかに、ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   それでは続きまして、２番目の「産業の担い手確保」についてお願

いをいたします。 

小寺委員      それでは、課題の柱２番目の「産業の担い手確保」ということで、

同じく各地域における具体的な状況、現状のような課題を有している

要因、それについての改善していくための町として考えられる取り組

みについて話し合いをいたしました。 

 今回、当分科会では基幹産業の変化、第１次産業の担い手の減少、

農政に対する姿勢の３つが論点となっております。 

 基幹産業の変化に関することにつきましては、農業や林業などの第
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１次産業に対する地域の基幹産業としての認識が低下してきた。ま

た、地域内において、受入先となる企業や雇用の場が少ない等が実情

として挙げられております。 

 一方、農業、林業に代わる新たな基幹産業が不足していることが挙

げられ、地域の特性を再検討し、町としての基幹産業の構築が必要で

あるとの考え方が示されておりました。 

 第１次産業の担い手の減少に関することというのは先ほども触れた

と思うんですが、農業、林業につきましては、従事者の高齢化や担い

手の減少が見られる。それに伴い、生産環境が変化しているなどが挙

げられておりました。 

 その要因としては、何遍も触れるようですが、農産物、木材ともに

自由競争等による価格の低下の影響を受け、採算性が確保できない状

況になってきている。また、労働の厳しさなどから、若者の農業、林

業離れが進んでいるんではないかということで、両方、両産業につい

てはだんだん担い手が不足している中で、一定の機械化が進んでいっ

たりしているというふうな状況が両町には見られるというふうなこと

が挙げられてきております。 

 また、先ほどもちょっと触れたんで、これ何遍も同じようなことな

んですが、いわゆる生産物の価格低下に対しての対策としては、商品

のブランド化や、より効率的な作業環境の確保などが必要であるとい

うふうなことは話されておりましたが、これにつきましては先ほども

ちょっと言いましたが、農業法人化とか林業につきましては作業用道

路の整備等々が挙げられておるところでございます。 

 それから、農林行政に対する姿勢ということで、今回挙げられてお

りまして、行政内部における第１次産業の振興に関する取り組みの姿

勢が縦割り的であり、行政が一体となった振興の取り組みが不足して

いるのではないかというふうな委員さんからの指摘もございました。

このため、住民と行政がよきパートナーとなって、このような重要な

課題に取り組む関係づくりや行政からの支援対策の実施が必要ではな

いかなというふうなことが提案されておるところでございます。 

 特に、今回話をしていた中で、どうしても今回の課題のテーマの中

でちょっと書いてあったことが農林業に関してというふうな感じで、

特に書かれておりました。そういった中で、農林業、大河内と神崎に

つきましては漁業もございます。農林漁業、それから商工業、観光業

を含めた地域産業の複合化による多様な産業活動の展開による地域経

済の安定、活性化に進めるような、もっともっと話し合いの場が必要
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なんではないかなというふうなことも挙げられております。 

 特に、やはり人口を増やす、いわゆる若者の定着を目指す上におい

ては、どうしても若者たちが住める環境づくり、特に就業する場、雇

用の創出ができるような施策が今後進められないことには、なかなか

これも定着しないんではないかなというふうなことも挙げられており

ます。 

 それから、この大きな資料の中にもあるんですが、ちょっと言いに

くいことで申しわけなかったんですが、第１次産業の担い手確保の中

の２段目の一番右側になるんですが、行政内部の横のつながりがない

というふうな大変厳しいご批判もございましたので、この辺につきま

しては私らはなかなか触れることもできないんですが、その点もよく

ご検討いただきまして今後の計画づくりに頑張っていただけたらな

と、かように考えております。 

 以上でございます。 

井上（委員長）   よろしいですか。小寺さん、よろしいですか、以上で。 

 ありがとうございました。 

 それでは、発表がありました内容につきましてご意見等をどうぞ。 

 どうぞ、お気楽な、気楽な気持ちでひとつご質問いただけたらな

と、こういうふうに思います。あまりかたくならないように、ふだん

思っておられることを、また今感じられたこと等をひとつ積極的にご

発言をいただければありがたいと思います。 

 ございませんか。何でも結構です。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   それでは、ないようでございます。 

 次に進みます。テーマ３の「個々の観光地やイベントどうしの連

携」について発表をお願いをいたします。 

小寺委員      それでは、３番目、「個々の観光地やイベントどうしの連携」につ

いてということで、当分科会では観光施設の特色、それから連携不

足、イベントへの参加意識の低迷というふうなことでお話をさせてい

ただきます。 

 特に、施設の魅力、整備の不足につきましては、いろんな話が出た

んですが、なぜそれがないのかというふうな状況なんですが、いわゆ

る町内観光施設の来客者が少ないだとか、経営収支がよくない、それ

から料理のメニューに新鮮さがないというふうな具体的な例まで出て

おります。 

 町内観光施設の来客数が伸び悩んでいる要因としては、類似施設の
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分散配置や施設の組織間の連携が行われていないなどが挙げられてお

ります。 

 それからまた、観光ルートが不明確であることや、宿泊を含め長時

間地域に滞在する観光形態になっていないというふうな指摘もござい

ました。 

 そういった原因が、利用者のニーズを踏まえた各施設の適切な更新

や観光協会等の組織強化に加え、住民や職員一人一人が互いに連携し

協力しながらの地域環境をよくしていくような、そして来訪者をもて

なす気持ちで今後は接していくことが、施設の魅力なり地域の魅力に

つながっていくんではないかなというふうな話も出ておりました。 

 それから、観光地なんですが、観光地の巡回を促すためには、観光

ルート及び手段の確立に加え、両町間を結ぶトンネルの整備など、ハ

ード、ソフト両面からのアプローチが必要であるとの意見も出ており

ました。特に、新町を建設されるようになれば、当然町の魅力を十分

に発揮できるような形で計画を進めていく必要があるんじゃないかな

ということと、それからレクリエーションゾーンなどの、連携による

創出になるんですが、そういったことにより情報の交流や推進を図っ

ていくことが、今後神崎・大河内両町を訪れられるお客さんにとって

も十分な魅力につながっていくんではないかなというふうに考えてお

ります。 

 それから、イベントどうしの連携というふうなことで、イベントへ

の参加意識の低迷というふうな形で柱を立てたわけなんですが、イベ

ントについては両町とも大変多く現在やられております。しかしなが

ら、開催しても他地域住民からの参加者が少なくて、本来の目的であ

ります交流が余り図れていないというふうなことも報告されておりま

した。 

 ただその一方で、ほたる祭りやグリーンカーニバル、すすき祭り、

山焼きなど特色あるイベントも現在のところ開催されておりまして、

特に近県の方からの来訪が大変多くなってきているところもございま

す。 

 このような形で、イベントを一生懸命して交流を深めていこうとし

てる中で、やっぱり何かが足りない。それが来られる人にも伝わらな

いといいますか、伝わっていないというのは、まず何をしなくてはな

らないかというと、町内の住民自身が積極的にイベントに参加する、

そういった意識を持っていくことが今後必要なんじゃないかな。だれ

かがやってる、そうじゃなくて、みんなでやっているんだというふう
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な意識を持ってやっぱりやっていただかないと、その気持ちが外につ

ながることが一番大事な交流のための一つの起爆剤になるんじゃない

かなというふうに思います。 

 そのよさが、やはり外部にＰＲされていくことが、都市住民に対し

て、田舎に来たという、こんな田舎に来てよかったなというふうな印

象を与えるというふうなことが生まれてくるんじゃないかということ

で、こういった形の企画内容も十分検討していく必要があるんではな

いかなというふうなことが話として出ておりました。 

 それから、特にいろんな形でイベントもされ、神崎町におかれまし

ても観光協会の方ではボランティアさんなどを募集し、そういった形

で現在活動されており、今十分なもてなしがされておると思います。

ただ、神崎町・大河内町のせっかくの施設があっても、それを現在連

携されていない、お互いの情報交換ができてないというふうなことは

まだ見受けられる。今後、そういったことを考えながら、お互いがお

客さんを回していくと言ったら変なんですが、お客さんが巡回してい

けるような機能を持った関係づくりをしていくことが、今後必要な課

題なのかなというふうに思います。 

 そのためには、特に行政の皆さん方にも今後ともそういった支援策

を考えていただいて、そこにそれぞれございますそういった観光協会

等の団体を通じて地域でのサークル活動、そういったものを進めてい

くことによって、またいろんな考え方が生まれてくる中で、大きな連

携ができていくんではないかなというふうに感じました。 

 それから、ちょっとこの柱から離れるんですが、この中でちょっと

当てはまらない課題として出ておりまして、先ほど説明すりゃよかっ

たんですが、ちょっと落としておりましたので、ここに書いてありま

すように、観光地やイベントどうしの連携から離れますが、この分科

会での意見ということでちょっとお聞きいただけたらと思います。 

 商工業に関することにつきましては、工業団地の建設、企業誘致や

地域活力の向上に余り寄与していないのではないか。 

 公共工事等の地域業者への発注や、地元産品を地元で購買するとい

った地域内での経済循環が行われていない。地産地消を初めとした地

元産業の育成につながる取り組みが必要ではないかというようなこ

と。 

 それから、道路交通に関することにつきましては、高速運転する自

動車が増えていることから、車線の拡幅が必要な路線があるのではな

いか。 
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 巡回バスの利用者が少ないことから、利用者のニーズを確認し、運

行区間の拡大や駅などの主要目的地との直接運行を図るなど、運行形

態の見直しが必要ではないかなというふうな意見が出ておりましたこ

とをご報告申し上げ、終わらせていただきたいと思います。 

 以上で終わります。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ただいまの発表に対するご意見、何でも結構でございます。どう

ぞ。 

 どうぞ、ございませんか。 

 どうぞ。 

松山委員      済いません。大河内町の松山です。 

 この中でもお話がありました観光地巡回ルートのことなんですけど

も、実は先日私の知り合いの方が姫路方面から寺前経由でうちの町内

のホテルに泊まられました。そういった方、高齢の方１０名ほどのグ

ループでしたので、その方はホテルを利用された後の観光地というこ

とをまずご自分なりに計画立てたとは思います。ただ、それの移動方

法がないということで大変困られました。それを見ておりまして、幾

らかお手伝いをさせていただいたんですけれども、ホテルは利用でき

ても、いろんな自然を見ていただく機会をもっと作る必要があるんで

はないかと。 

 そして、いろんな大河内町とか神崎町、そういったところでのいい

面を見ていただいたら、次の利用というのか、次の人に広がっていく

ということにつながるのではないかと思いまして、私なりに考えたの

は、観光タクシーとか観光バスと、観光巡回バスというような感じと

いうんですか、案内ボランティアを養育していただいたりとか、そう

いった形で一日いろんなところを見ていただけるような、そういった

交通整備も考えていただいたら、高齢者の方、車の運転できない方

も、町内の方にいろんなところに来ていただける一つの手段にもつな

がるんではないかというふうに感じましたので、また考えていただき

たいと思います。 

 以上です。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ほかに、どなたか、ございませんか。 

 何でも結構でございます。 

 どうぞ。 

立岩委員      済いません。大河内町の立岩と申します。 
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 みんな全体の漠然的な意見になるかもしれませんけれども、農業の

後継者の育成というのは男性中心だと思います。それでまた、女性と

いたしまして、今スローフードが世間では言われているんですけど

も、そのスローフードイコールおふくろの味、田舎の味につながると

思います。 

 それで、私たちも青空市をしているんですが、そのおふくろの味、

田舎の味というのは、旬の野菜を使った料理、また手間暇をかけたつ

くだ煮とかというのがおふくろの味、田舎の味につながると思うんで

す。そのときに、町の人とのコミュニケーション、青空市は特に売り

手と買い手のコミュニケーションが大事なんですけれども、そういう

ことが一番大事になってくるんですね。だから、そういうふうな土地

の人と、それから町の人との交流ということは本当に大事だし、また

リピーターを増やす。ここでこういうものがいただけた、食べられた

ということが大事になると思うんです。だから、観光地によってもそ

ういうふうなものの販売とか、それから本当に手作りの、小さなグル

ープの手作りの味なんですが、そういうものをもっと行政としても大

事にしていただきたいと思います。 

 それから、大河内町だけで、神崎町だけではなく、もう少し広域的

にマップというのは必要じゃないかと思うんです。私、この間散歩し

ておりましたら、地図を持って滝を見に来たと言われる老夫婦があっ

たんですが、それが軽い服装なんです。それが宮野の一の滝、二の

滝、三の滝と地図に載っているんだけれども、これはどのようにして

行ったらいいんかと聞かれたんですね。一の滝、二の滝、三の滝と地

図には本当に載っているんです。しかし、とてもその方たちが行かれ

るような状態じゃないです。だから、近くのマップというのは老人に

対してのおもしろい場所、お寺とか、それから趣味によってもまた違

うと思うんです。子供を連れた遊びの場所、まだ神崎町、それから大

河内町だけでもいいと思うんですね。子供さんがここに行って遊ん

で、またここで何かを食べて、またここでお昼から遊ぶとか泊まると

か、そうしたらまた高齢者の方によっては、きれいな花が咲いてた

ら、花のお寺があったり、それからこういうふうな花が今神社では咲

いてるんだとか、その季節季節の花とか、それから遊びとか、それか

らお祭りなんか、別々の、大河内町、神崎町別々ではなしに地域一体

のそういうふうなマップがあれば、ここは何分で行けるとか、こうい

う交通手段があるとか、そういうふうなマップができたらいいんじゃ

ないかと思うんですが、いかがでしょうか。失礼します。 
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小寺委員      そうですね、いろんな形でのこちらの方へ来られる方に対する、今

おっしゃったように、本当にそういった面では、先ほども言いました

ように、もてなしの気持ちが出るようなマップづくりができたらいい

のにな、というふうな感じもいたします。そういったことが、来られ

た方に対して本当に優しさを伝えるといいますか、大河内町なり神崎

町の魅力を伝えるものができるんじゃないかなと思っております。 

 ただ、十分にそこまでいっていませんのと、今回の分科会ではそこ

まで十分検討する時間もなかった。今後の委員会でそういった話がで

きれば、先ほども言いましたように、商業全般の話だとかいわゆる産

業全般についての話も踏まえた中で、当産業・建設分科会で話ができ

るんであれば、こちらの方で話を詰めて、行政の方、また観光協会の

方々にもお話ししていく必要があるんではないかなというふうに、か

ように考えます。 

 以上です。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ほかに、ございませんか。 

 どうぞ。 

髙内委員      大河内の髙内でございます。 

 小寺さん、どうもありがとうございました。 

 私もこの産業・建設部会に入っておるわけなんですけども、全般に

そこにまとめてありますように、特に農林業の問題が大きなテーマに

なったと思います。特に、林業の問題で、両町とも林業等の全体の比

重が大変大きいわけなんですけれど、その中でも、人工林がほとんど

占めておるような状態でございます。そういった中で、やはり木材の

低下ということによって、管理業務者といいますか、少なくなってお

る。森林組合が行っておりますのが、やはり行政の支援だというのが

ほとんどで、委託で森林組合がやっておるようなんですが、製材所も

含めますが、余り大きく伸びていないし、それで、大河内町において

ももう森林組合が、それじゃ製材部門をやめようかというような話も

出ております。 

 しかしながら、私も議会におりまして、そういった現状に対して

は、委員会で視察に鳥取県の方に行ったわけなんですけども、ここで

智頭町の森林組合が、県の支援も受けておるわけなんですけども、一

本買い取り運動ということで、２メーターもん、３メーターもん、４

メーターもんと、何ぼで２００円とか４００円とか、そういうことで

個人が１本持ってきても買い取るというような制度を作ってやってお
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られます。大変、そういうことになりますと、２００円の木やけど、

それでも１０本持ってきたら２，０００円と、そしたら軽トラにでも

積んで持ってきてるというようなことで、まぁ木の生育にもよります

けども、それぐらい、たとえ小遣い程度でも稼げるというようなこと

で、大変効果的やということを聞いております。 

 それで、この製品をどういうようにして使うておるんかというと、

ほとんどが行政の仕事の方にみんな自主製作やってますというような

ことでございますが、またそのまま丸太にして使うとか、それから角

材にしたり、それからチップにしたり、いろいろな補助チップにした

り、いろいろやっておられましたが。 

 それとあとは、鳥取県のＪＡがやっておるホームセンターで販売し

ているウッドブロックとガーデニング資材とかといったようなとこ

で、家庭用の営農関係ですかね、今よくはやってる、そういうような

もんにも利用するという。工夫をされれば、そういうようなもんもで

きるんじゃないかと思いますし。 

 それとまた、農業に関してですけども、神崎・大河内ともにコシヒ

カリが大変良質米ということで、今でも売れておるわけなんです。そ

ういうふうなことで、減反政策においても、やはり県の方へ働きかけ

をしていただいて、やはり減反数を少しでも少なくして、そして価格

というのを上げていって、そして生産量を上げると。そういうふうな

方も今後合併の一つの、合併してこういうことができるんやなという

ようなことで、やはり取り組んでいただきたいと、このように思って

います。こういうことをすることによって、やはり兼業農家であって

も、米を作る意欲ができるんじゃないかと思いますし。 

 それで、こんなことを余りこういう場で言うとおかしいんですけど

も、米を作って、農家へも少しでも米を分けてくれたり、何ぼ何ぼで

よろしいですよ、農協であってよりはるかに高い値段で買っていって

いただくというのがこの辺の米なんですよ。そういう政策的なもんも

合併の一つの利点としてやっていっていただきたい、このように思い

ます。 

 それと、過疎による問題とかいろいろさっきから出てましたけど、

それと観光の問題も特に自然観光を両町とも売り物にしておるわけな

んで、今後そういったものもやはり両町あわせての、やっぱり先ほど

も出ておりましたルートの問題ですね、それによって一日両町で暮ら

せる、というふうな、遊んでいけるというようなことで考えていった

らいいんじゃないかと思います。 
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 そういうふうなことで、たくさんの今から出ます検討課題のよう

に、この問題についていろいろとこういうふうに考えております中

で、まだまだもっともっと根本的な問題も今後出てくると思いますん

で、またそのときには皆さん方のご意見を踏まえながら、より発展的

な、そして将来新しい町には、取り組んでいったらいいんじゃないか

なと私も思うとるとこです。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ほかに。 

 どうぞ。 

難波委員      今、両町で５カ所ほどの観光施設があると思いますけども、観光施

設でございますので、魅力あふれるということがテーマとなってきま

すけども、こう考えますとなかなか大変かと思います。それで、観光

施設という位置づけを少し変えて、保養施設というぐあいにしてみた

らどうかと。保養施設でございましたら、当然長期滞在ということが

考えられます。それで、先ほどの課題の中で休耕田とか間伐とか、そ

ういうような労働力不足という課題が上がっておりますので、保養施

設で長期滞在の方にそういうようなところを任せてみてはどうかなと

思います。今、リストラでありますとか早期退職などで熟年層の方の

時間が大変余ってきております。そういった方に人生の充電期間中に

そういうようなことで一遍来ていただいたら、我々から見たらそうで

もないんですけども、都会のそういう方からしてみると、かなり新鮮

なとこではないかなと思いますので、思いつきですけども提案させて

いただきます。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ほかに。 

 何でも結構でございます。 

 ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   それでは、ないようでございます。 

 いろいろなご意見をいただきましてありがとうございます。 

 これで産業・建設部会の発表を終わります。 

 ここで１０時２５分まで休憩をいたします。 

            午前１０時１１分 休憩 

            午前１０時２５分 再開 

井上（委員長）   次は総務・文教分科会でございます。 

 発表者の藤原委員さん、お願いをいたします。 
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 最初は、テーマ１の「地域社会での生きがい」をはぐくむ生涯学

習、スポーツ活動でございます。よろしくお願いをいたします。 

藤原（日）委員   神崎町の藤原でございます。よろしくお願いします。 

 総務・文教分科会の方では、本来長である藤原博一さんの方から発

表いただく予定でしたんですけども、先ほど委員長のご紹介にもあり

ましたとおり、所用でご欠席でございますんで、同じ藤原の名字とい

うことで神崎町の藤原が、不肖、発表させていただきます。ちょっと

座ったまま説明させていただきます。 

 当初、Ａ４判の方で説明をさせていただこうと思ってたんですけど

も、時間の方がたっぷりあるようでございますんで、Ａ３判のワーク

ショップで使った資料、これに基づいてご説明を申し上げたいという

ように思います。 

 まず、資料の方の誤字の方、３カ所ほどございますのでご訂正をお

願いしたいと思います。 

 まず、課題の柱１番の上段にあります問題点の下に、「分化」、

「分かれる化」と書いてございますけども、これは「文化的」の

「文」、「文章」の「文」でございます。 

 それと、課題の柱３のところの中段の一番左、「基礎学力が要請さ

れていない」、「要請」、これは「養う成す」の「養成」でございま

す。 

 それと、その下段にありますとおり、「補助教育の設置費用」と書

いてありますけども、教育の設置費用でなくて「補助教員の設置費

用」。 

 以上の３カ所のご訂正をお願いしたいと思います。 

 それではまず、課題の柱の１番であります「地域社会での生きが

い」をはぐくむ生涯学習、スポーツ活動についてということでござい

ますけども、パシフィックコンサルタンツの千田さんのご指導によっ

て、割合スムーズにまとめることができたんですけども、深く突っ込

むまでは至りませんでした。その点はおわびを申し上げたいというよ

うに思います。 

 まず、一番上が具体的な状況、中段がその要因、下段がこれから必

要と考えられる取り組みということでございますんで、以下、上段、

中段、下段という表現でご説明を申し上げたいと思います。 

 まず、上段の一番右、幼児施設は充実しているということでござい

ますけども、神崎町においては、きらきら館に代表されるように幼児

のための施設は充実しているんではないかというのが認識でございま
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して、これに対して、中段に書いてございますとおり、大河内にも欲

しいねという意見は出ました。これは一委員の意見ですけども、幼児

のための施設が大河内にないのは当局の怠慢なのかなと。これはちょ

っと当局の方には申しわけないんですけども、そういう意見が出たと

いうことでご理解いただきたいと思います。 

 それに対して、下段でございますけども、幼児のための施設という

のは、神崎町と大河内町で、新設するんでなくて共同利用するという

形が望ましいのかなという意見が出ておりました。 

 現在、いろいろ施設はありますけども、ほとんどが大人向きの施設

でございまして、子供を育てる配慮が少ないんではないかなという意

見が出ております。 

 それに対して、中段に戻りますけども、子供たちが楽しく遊ぶ場が

子供向きにないんで、豊かな自然に親しむところが欲しいねという意

見も出ております。 

 生涯学習施設、スポーツ施設というのが充実してるというのは共通

の認識でございました。 

 それに対して、上段の右から２番目になりますけども、施設は充実

しているけども、その利用度が低いんじゃないかと、利用頻度が低い

んではないかということです。年々文化活動等は活発になっているも

のの、地域ごと、年代ごと、団体ごとになってしまっていて、全町的

にというところまでは至っていないと。また、参加者が限られている

という認識でございます。 

 その原因を考えた場合に、その下になります、どこにでも施設はあ

るんだけども、何してもスポーツ等についてはやっぱりインストラク

ター、指導者というのは重要な部分を占めますので、そのインストラ

クターなどの特色づけというか、この分野についてはこのインストラ

クターというような特色づけが必要ではないか。要するに、今のとこ

ろは特色がないというのが原因ではないかと、及びアクセスが不便で

あるという、この特色がない、アクセスが不便であるというこの２つ

の理由によって利用頻度が高まってこないんではないかなというよう

に考えています。 

 中段になります。施設へのアクセスが悪くて平日の利用が難しい

と。一方、娯楽が多様化しているので、魅力的なイベントがなければ

やっぱりそっちに参加しない。で、利用頻度が低いということになっ

てくるんじゃないかということです。 

 同じことになりますけども、利用者も、夏とか冬とか特定の季節に
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ついて利用はあっても、四季を通じて平均して利用されるということ

がちょっと言いにくいねと。今後の利用のあり方を考えねばならない

けども、希望としては観光コースの有意義な利用ということで、観光

コースとそういった生涯学習施設、スポーツ施設等を結びつけてネッ

トワーク化が必要ではないかという意見が出ております。 

 この利用頻度等にも関係してくるんですけども、あとスポーツ施設

の老朽化ということも指摘されました。上段の右から３番目でござい

ます。特に、神崎町グリーンエコー笠形のテニスコートに代表される

ように、スポーツ施設が老朽化していると。反面、大河内町のコート

は新しいねということです。 

 それと、老朽化しているという面と、それから現存してる生涯学習

施設、スポーツ交流施設にどんなものがあるかわからないという意見

が出ております。これは中段の下に書いてございますとおり、やっぱ

り広報不足というようなことが関係してくるなというように思いま

す。 

 先ほどのスポーツ施設の老朽化という面ですけども、これは中段の

丸に書いてありますとおり、維持管理費用の問題が発生してきます。

スポーツ施設のメンテナンス経費を支出する財政的な余裕がないと。

両町の施設、グリーンエコーであるとか桜花園、ピノキオ館、ホテル

モンテローザ、こっとん亭、峰山と、いろいろ施設はありますけど

も、これから補助金をカットされた場合、維持管理をどうするんだと

いう意見が出ておりました。 

 先ほどの維持管理の費用と、それからあと施設の問題ということで

出ておりましたけども、その下の下段に書いてありますとおり、この

とげとげの分です。だから、すべての施設を維持管理するんでなく

て、本当に必要な施設はどれなのかということを選んで、それのみを

やっぱり維持管理する必要があるだろうと、というか、せざるを得な

いだろうというのが意見でございます。 

 あと、先ほどのどんなものがあるかわからないという関係ですけど

も、中段の下に書いてあります広報不足というのがやっぱり一番大き

な原因になってくるのかな。 

 それに対してどうするかということで、下段の中ごろに書いてあり

ますホームページでの表示と。専用広報冊子の発行などをして、活動

とか発表、活動の発表の場をやっぱり作っていくべきではないかとい

うのが意見でございます。 

 これらをまとめますと、既存の設備について必要な施設のみを維持
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管理して、それ以外の既存の設備については、幼児施設等々の新しい

ニーズに合った施設に転換していく必要があるだろう。それのために

は、やっぱり発想を変えていく必要があるだろうなというのがこの施

設整備に関すること。いわば、これがハードの部分に相当するんでは

ないかというように思います。 

 一方、ソフト面で言えば、左に書いてありますとおり、活動内容に

関することということになろうかと思います。その活動内容に関して

は、充実している点と書いてございますとおり、校区単位でスポーツ

２１というのが立ち上がって、日を追って充実してきているという認

識がされております。 

 文化活動についても、数多くのサークルがあって、互いに交流の楽

しさを味わっていると。ただ、各スポーツ活動が町主体なのか、集

落、プロジェクトを中心に検討する、これはちょっと意味がわかりま

せんけども、一応文化活動、それからスポーツ活動については充実し

ているねというのが共通認識でございます。 

 その下に枠で囲んであります高齢者を中心に施設の利用が増加して

いる。これは多分大河内のことだろうと思うんですけども、特に温水

プールなどで６０歳から７０歳の方々の利用が進んでいると。 

 これを考えてみる場合、矢印が書いてありますその先の中段のとこ

ろを見ていただきますと、プールなどを利用するとその効果が短期間

で体験できるからということですね。 

 それについては、さらにその下段の方に結びついていきますとお

り、農村地域の人々の思考を変えて健康の大切さを訴えると。スポー

ツは健康の貯金と考えると。こういう点がやっぱり大事ではないかと

いうことです。 

 ただ、充実している反面、問題点もございます。上段の左から２番

目に、見ていただきますと問題点ということで、文化・スポーツサー

クル等の種類とか内容が不明であると。大河内の文化協会があるとか

高峰啓太郎さんのことも知らなかったという例があって、そういっ

た、まだやっぱり広報不足、ＰＲ不足、先ほどの説明しましたけども

やっぱり広報不足で、ホームページでの表示という、こちらの方に結

びついていくんではないかということです。 

 この活動内容についてになりますと、やっぱり活動されている方と

されていない方の間でやっぱり活動というか、認識のギャップが大分

あるねというのが統一意見でした。 

 先ほどの活動についてですけども、ただ問題点、ＰＲ不足という面
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もありますけども、もう一点、その中段に書いてありますとおり、閉

鎖的な組織、いわゆるスポーツクラブ２１にしても結成要因が、補助

金がついたから校区ごとに競争意識もあって設置したもんであって、

変えようという意識が余りないなと。新しい参加者を入れようという

気が余り感じられなかったり、そのサークルについてもやっぱり閉鎖

的で新しく加入するにもなかなか加入しにくいという現状があると。

組織が閉鎖的ではないかという意見が出ております。 

 及び、参加者に対する配慮が不足しているんではないか。その右に

なりますけども、参加者に対する配慮が不足しているんではないかと

いうことも意見が出ました。町全体の体育行事に各集落ごとの行事が

日曜日で重なってしまうと。で、実施されていない。これ、多分日曜

日が重なってしまうから実施が難しいんじゃないかという意味だろう

と思います。体育行事で各集落ごとにやるけども、町の行事と集落の

行事が日曜日で重なってしまうからなかなか難しいと、参加がなかな

か難しいから、もっと参加者に対する配慮をすべきではないかという

意見だろうと思います。 

 これに対してどうするかということで、下段になってきます。やっ

ぱり、交流という言葉が一番キーワードになってくるんじゃないかな

と。我が町においても、さらに交流の輪を広げて継続を期待したい

と。あと、場所が一方的に偏ることのないように交流会場を設営して

ほしい。やっぱり、交流ということが一番キーワードになってこよう

と思います。 

 あと、スケジュール、先ほど参加者に対する配慮不足という点が中

段で出ましたけども、それに対してはやっぱりスケジュール等の参加

者への工夫が必要であろうと。年間の町内行事のスケジュール調整を

行って重複しないようにする。各世代が参加できるように活動の内容

を工夫する必要があるんではないか。補助制度がなくても、スポーツ

２１は今後中心組織として継続してほしいと。ただ、各クラブの交流

が必要であろうという意見は出ております。 

 ここで、下にとげとげの分で書いてありますとおり、交流と、それ

からあと閉鎖的で硬直的な組織を改めて、やっぱり開放的で柔軟な組

織化というのが重要であろう。閉鎖的にならんようにしなくてはなら

ないねというのが、この地域社会での生きがいをはぐくむ生涯学習、

スポーツ学習ということでの話が出ております。 

 Ａ４判でまとめてありますので、その分も目を通していただいた方

がわかりやすいと思います。Ａ４判の方をごらんいただいて、課題の



 発 言 者         議 題・発言内容・決定事項 

- 28 - 

柱１ということで、２つの論点、ワークショップでは活動内容に関す

ることと施設整備に関することのこの２つの論点がありました。 

 活動内容については、校区単位、小学校区単位でのスポーツ活動が

充実してきておって、文化活動についても数多くのサークルが活動し

交流が進んでいるという反面、新しい参加者を受け入れようとする意

識や、スケジュールの工夫によって参加できる人を増やそうとする意

識が低いと。で、閉鎖的で硬直的な組織が多いんではないかという指

摘がありました。参加する人、そうでない人の意識のギャップという

のが大きいねということです。 

 このため、各世代で参加できるようなスケジュール調整やだれもが

参加できるような工夫を行うとか、あと交流・参加しやすい組織づく

りを進めていく必要があるということです。 

 ハード面での施設整備に関することで言えば、施設はそれなりに整

備されているけども老朽化の問題がありますと。あと、アクセスが不

便であると、特色がないと、施設があってもＰＲされてないというよ

うな諸問題があるということです。 

 このためにどうすればいいかということで、わざわざ利用したくな

るような特色づけ、あと広報、ＰＲを進めていく必要があるでしょう

と。老朽化施設の今後の維持管理費用を考えた場合は、幼児施設など

の新しいニーズに合った施設やその工夫を凝らした施設に転換してい

くことも検討すべきではないかという提案がなされてました。 

 課題の１については以上でございます。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ただいま発表をいただきました。 

 何かご意見をお伺いしたいと思います。 

 どなたか、ございませんか。どんなことでも結構でございます。気

楽にひとつご発言をいただければと思います。 

 どなたか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   それでは、ないようでございますので、続いてテーマ２の「住民の

主体的なまちづくり」について発表をお願いをいたします。 

藤原（日）委員   それでは続きまして、課題の柱２「住民の主体的なまちづくりへの

参画」ということで、Ａ３判に基づいてご説明を申し上げます。 

 この状況でございますけども、上段に書いてございますとおり、集

落単位では一応機能していると、まちづくりへの参画というのは集落

単位では機能しているものの、町民全体での参画というのはなかなか
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なされていないということです。下に書いてありますとおり、自治組

織は集落単位での問題に対しては機能しているけども、町全体にかか

わる案件に対しては対応できていないではないかということです。 

 地域単位で行っている取り次ぎを行政が間接的にバックアップでき

ればいいんじゃないかというのが意見でございまして、つまり特色が

ないと、住民参加に関してほかの市町村と似ていたり同じことをして

いるんではないかと、特色がないねということです。これは原因にも

かかわってくるんかもしれませんけども、行政当局とは別に地区や区

長や評議員さんが末端の活動を担っておられて、この自治組織、区長

さん、評議員さん、協議員さん、そういった自治組織への意図的な働

きかけが十分ではないのではないかということが出ております。これ

が具体的な状況。 

 あと、その右側の下側にありますとおり、集落による格差が大分あ

るねと。お金の要らない活動は既に行っているものの、まちづくりへ

の参画という面で言えば集落ごとによって大分格差があるんではない

かというのが意見でございました。 

 これに関係してくるんですけども、また財政の問題というのが一番

大きな問題になってくるのかなと。財政的にも大きな支援を期待して

の行事、催し物には限界があって、まして、まだこれから財政的な問

題が絡んでくるんで、いろいろ難しい面が出てくるねというのが現状

の認識でございます。 

 それに対して、その要因について考えてみると、もはや何でも行政

がやってくれる、中段の上側になりますけども、何でも行政がやって

くれる、してくれるという時代ではありませんと。なぜこうなったの

かというのは、バブル期に予算をふんだんに盛り過ぎてやり過ぎた結

果なんで、本来今は行政主導の時代ではないでしょう。 

 その左にとげとげで書いてありますとおり、行政主体、主導という

のが一つの原因になっていて、ただ住民の関心の低さ、住民の無関心

さというのも問題ではないかという意見が出ております。 

 こういった反省を踏まえて、その中段の左から２番目に書いてあり

ますとおり、組織化が必要ではないか。広域的な問題に対しては意見

を集約できる組織が存在してないんで、やっぱりそういった組織が必

要ではないかという意見が出ております。 

 行政主導の時代ではないということで申し上げましたけども、行政

に期待する役割というのは、やっぱりアドバイザー的な役割、行政は

アドバイザー役に徹する方がいいんではないかというのが意見でござ
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います。 

 一方、権限移譲ということもやっぱり必要であろうと。利害関係も

ありますんで、余り権限が委譲されてないという問題もあるんですけ

ども、やっぱりこれからは権限移譲ということを考えていかないとな

かなか難しいんではないかと。 

 あと、先ほどの集落による格差ということで、一番上段のところで

ご説明を申し上げましたけども、これについては集落のそういったま

ちづくりへの参画についての標準化するようなシステムというのが必

要ではないだろうか。これを言っていいのか、集落合併の必要性とい

うこともやっぱり考えていく必要がある。それも踏まえた上での標準

化するようなシステムというのも、やっぱり考えていかざるを得ない

のではないかというように考えられます。 

 それとあと、それに対してどのようにしていくかという、下段の取

り組みの問題になってきますけども、これから求められる住民活動や

組織はどうあるべきかということを考えた場合に、下段の一番左に書

いてあるように、やっぱり独自性と競争原理のある活動組織づくりが

必要になってくるであろうと。ちょっと繰り返しになりますけども、

特色とか特産品等を生かした独自性のある活動が必要である。 

 各自治組織ごとの競争原理もやっぱり導入すべきではないか。自分

たちの住環境維持とか自治区間の課題はまず自分たちが主役になるこ

とで解決する道が開けるもんだから、そういった住民の無関心さがあ

るけども、そうではなくてやっぱり自分の問題としてとらえていくべ

きであろうというのが意見でございます。 

 あと、先ほどの行政主導でない、それからアドバイザー、権限移

譲、組織化の必要性ということを申し上げました。それに対してどの

ように取り組んでいくかということですけども、従来は行政が計画す

るハード面のまちづくりというのに、それに直接利害関係がある町民

のみが直接参加していくというパターンであったと。ただ、最近では

少し変わってきて、まちづくりの意味が変わっているんじゃないか。

今後は地域の意思というのをやっぱり育てていくことが必要であろう

し、そういったまちづくりが必要であると。そのためにはやっぱり権

限移譲というのが必要ではないかという意見です。 

 問題が顕在化してる、今までの問題、行政主導の問題とか、それか

らあと住民の無関心さとか、そういった問題が顕在化してきて、これ

からはやっぱり地域の枠を越えた組織づくり、行政との連携というの

が必要になるところということです。 
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 それに関係してくる住民広報、これからは住民への広報というのが

大切になってくるだろうという意見が出ております。上段の右から２

番目のところでございます。住民広報の問題ということで、神崎町の

例で言えばＫ－ＮＥＴ、ここの局舎になりますけども、こういったの

が充実しているねと。ＩＴであるとかＣＡＴＶを活用する必要がある

という意見でございます。 

 当然のことながら、これはＫ－ＮＥＴをますます有効活用を進めて

推進していく必要があるだろうと。先ほどの集落の格差というのも関

係してくるんですけども、広報・啓発活動というのも重要になってく

るということです。行政サービスのうちのコンピューターネットワー

クで対応できるものはそれに置きかえるであるとか、それからこれは

施策に関係してくるんですけども、神崎町だけでなくて大河内町の方

においても早急にＫ－ＮＥＴの整備は行うべきであろうと。そのメリ

ットをやっぱり両町で享受していくということが必要であろうという

ふうに考えます。 

 あと、広報の方で必要なのが、今なぜそのまちづくりへの参画が必

要なのかということを広報する必要があると。傍観の時代じゃないん

だ、これからは参加する時代だということを、やっぱりＫ－ＮＥＴそ

の他の広報手段を通して住民の方に訴えていく必要があるであろうと

いうことです。 

 町民とか区民に新しいまちづくりのポイントをＰＲすることが大切

であって、合併の歩みは、住民はどうかかわっていくかということを

やっぱり広報・啓発していく必要があろうということです。まちづく

りのポイントのＰＲ、その意見や参画を得るということが大事だと。 

 ちょっと順番になるんですけども、私どもの分科会の方では検討し

やすい方から入りましたんで、先ほどのスポーツ活動、生涯活動、ス

ポーツ活動、それから今度３番目、これは後で説明をさせていただき

ますけども、地域の教育に関する地域の連携という、２番目にやりま

して、最後に一番難しいと思われるまちづくりへの参画という問題を

やりましたんで、ここにその他の項目をまとめてます。ちょっとこの

問題とは離れるかと思いますけども、掲載されてますんで、そのこと

について説明をさせていただきますと、一番右になります。 

 その他の意見として、消防と自主防災の連携ができるとよいと。昼

間若い人が地域にいない。これは先ほど民生・福祉の分科会の方でも

申されました。同じことでございます。消防・防災に関する意見が多

く出されたということを聞いておりますけど、まさに消防と自主防災
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の連携が必要であろうという意見で共通しております。 

 その次の環境一斉美化運動が定着してきたけども、年１回、２回で

集落によって毎回実施して効果を上げている例があると。これは先ほ

どの課題の２、現在話をさせていただきました、一番最初に話をさせ

ていただいた集落単位では機能してるけども町民全体の参画がちょっ

とばらつきがあるねというようなことにも関係してくるんじゃないか

というように思います。 

 あと、ノンポリが多い。ノンポリティカル。 

 それから、それを１つ飛ばして、昔バブルで忙しく、今不況で生き

るのに精いっぱい。これが先ほどの中段の一番左にとげとげで書いて

ある住民の無関心さということに結びつくのかなというようにも思い

ます。 

 あと、ノンポリの下、交付税、補助金の削減により行財政運営が大

変と聞いている。 

 １つを飛ばして、行政の想定を上回る地方交付税、補助金等の削減

がある。これは途中で申し上げました、上段のちょうど真ん中にあり

ます財政の問題ということに結びついてこようかというように思いま

す。 

 あと、職員数の適正化が必要であるとか、高い分野への職員をシフ

トする必要があるんではないかというような意見も出ております。 

 とにかく、この課題２、課題１、課題３だけでなくて、すべてこの

総務・文教分科会に関する問題を考えた場合、やっぱり交流というの

がキーワードになってくるのかなと。交流と、あとあえて言うなら開

放的で柔軟性のある組織づくりという、この２点がこの問題を考える

上でキーワードになってくるんではないかというのが意見でございま

した。 

 この２につきまして、今度Ａ４判の方で説明を繰り返すような形に

なりますけども、ちょっと時間の方もたっぷりあるようですんで、申

しわけないんですけど。 

 「住民の主体的なまちづくりへの参画」ということでございますけ

ども、町全体としての住民参画をどのように進めるかが課題である

と。集落単位の住民参画は機能しているけども、町全体にかかわる案

件に対して対応ができていない。住民参画に特色がない、あと、広報

不足ではないか、働きかけ不足ではないかという声も多いということ

です。 

 集落単位の活動も財政の問題が大きな課題となっており、集落によ
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る格差も大きい。 

 あと、これまでの行政主導から住民主体へのまちづくりへ移行する

必要があるんだけども、この問題はこれまで行政主体のまちづくりが

進められてきた弊害であるという指摘もあるけども、反面、住民の無

関心さというのも問題ではないかという認識も強いということです。 

 このため、今後は広域的な問題に対応できる組織化を図って、行政

もアドバイザー役に徹して住民に権限移譲していくことが重要であろ

うということです。 

 集落の格差是正については、集落合併も含めて標準化するようなシ

ステムの検討をしたり、住民広報についてはＫ－ＮＥＴを有効活用す

るというのが有効ではないかということです。 

 これが、これから求められる住民活動、それから組織等のあり方に

関することなんですけども、具体的な住民参画としては特色・特産を

生かした独自性のある活動をしていく必要があって、各自治体ごとの

競争原理を導入するなどの仕組みも大切ではないか。 

 今後は、町の意思を育てるまちづくり、要するに町の意思、住民の

意思というのが大事になってこようと思いますんで、まちづくりを進

めて権限移譲を進めていくほか、地域の枠を越えた組織づくりと行政

との連携。ですから、本当に交流、それから組織づくりと行政との連

携というのが大事になってくるんではないかということです。 

 これからの住民啓発・広報に関することを言えば、これからは今な

ぜまちづくりへの参加が必要なのか広報することが重要だと。ただ、

広報するだけでなくて、新しいまちづくりのポイントをＰＲして意見

や参画を得やすいようにすることが、やっぱり大切ではないかという

意見が課題の２についてのまとめになろうかと思います。 

 以上です。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 発表は終わりました。 

 ご意見をどうぞ。 

 どなたか。 

 どなたかございませんか。きめ細かにご発表いただいております

が、何かそれにつきまして、どんなことでも結構でございますので、

ひとつご発言をいただきたいなと思います。 

 ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   それでは、ないようでございます。 



 発 言 者         議 題・発言内容・決定事項 

- 34 - 

 最後に、テーマ３の「子どもたちの教育に係る学校・家庭・地域の

連携」につきましてお願いをいたします。 

藤原（日）委員   先ほどの両分科会さんの方では高齢化ということがやっぱり問題に

なっておったようですけども、子供たちの教育ということを考えた場

合は、やはり少子化というのが一番大きな原因になってこようという

ように思います。 

 資料に基づいてご説明を申し上げます。 

 少子化によって、さまざまな問題が起こっているということです。

これの具体的な例というのが、上段の右から２番目に書いてございま

す小学校生徒数の減少という具体的な数字を挙げていただきました。

大河内町の５校の児童数の推移ということで、こういった形でどんど

ん減っていくよという実例が挙げられております。 

 この少子化によって、どういう問題が出てきたろうかということ

で、２つに、教育レベルの低下という問題と、あと人間形成への影響

という、この２点の問題がやっぱり一番大きな問題ではないか。 

 教育レベルの低下の問題なんですけども、少子化で、確かに仲はい

いんだけども、競争力がなく、ちょっとやっぱり乏しいと、自立心の

ない子が多くなったように感じておられます。両町において、小・中

学校の教育レベルの低下が見られるんではないか、ちょっと憂うべき

事態になっているんではないかという認識がされております。 

 それと、人間形成という面ですけども、そのちょうど真ん中、左か

ら３番目に書いてありますとおり、遊び体験が変化してきてる。自然

の中で遊んだり体験できる機会が少なくなって、学校との連携もやっ

ぱりちょっと希薄になってるのかなと。都会のかぎっ子と同じような

状況の子供が徐々に増加しているように思って、遊びが体を使った遊

びでなくて、コンピューターゲームとか、ああいった内々で個人的に

遊ぶような遊びが増えてきているんではないか。これがやっぱり２番

目の人間形成への影響というのが出てきてるんじゃないか。 

 子供たちにゆとりがない。あと、少子化によって子供たち同士の連

帯感が希薄になっている。 

 ちょっと飛ばしまして、数少ない子供たちが学校から帰れば、すぐ

塾とか、それからお互いの遊びを通しての人間形成に欠けていると。

だから、子供同士の人間関係を築く機会が余りないねというのがやっ

ぱり問題になってきてます。 

 その枠内での一番下、家庭内の親と子のひずみが、孫の登校拒否ま

で生じてると。そこのとこちょっとわかりませんけども、親と子のひ
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ずみが、子供の、孫の方まで影響を及ぼしてると。家庭内でもやっぱ

りそういったひずみが出てきてるということです。 

 あと、その上になりますけども、小・中・高校生のあいさつマナー

というのは、これは重要になってきます。やっぱり、あいさつができ

てるところはきちっとしてると。その例として神崎高校の例が出まし

たけども、最近校長先生の努力もあって非常に生徒がしっかりしてき

た。それに対して、地域の方がやっぱり関心度も向上してきて積極的

に高校の活動に参画してるんで、これは非常に望ましいことだと。や

っぱり、地域とのかかわりというのは非常に大事だということです。 

 さらに、上から２番目ぐらいに戻りますけども、車社会で近隣でも

お互い会話が少なくなってきてるというのが、やっぱり子供だけでな

くて、それを取り巻く大人の環境でもお互い会話が少なくなってるん

ではないかという問題が出てきているという認識です。 

 それに対しての認識、その要因なんですけども、中段に書いてあり

ます、そこに住む人たちの心の問題、傍観者的になっているのかなと

いうことですね。 

 あと、親と教師と子供のコミュニケーションが不足しているのかな

ということです。 

 ちょっと遊び体験の方に戻りますけども、遊び体験の変化というこ

とで、ちょっと言うたかもしれませんけど、外の遊びへの奨励を真剣

に考えなかったせいでテレビゲームに育てられた子供が増加してる

と。子供同士の遊びが減ってるということが、やっぱり大きな問題で

あろうということです。 

 ゆとり教育のことですけども、先ほど教育レベルの低下ということ

で申し上げましたけども、これは中段に書いてありますとおり、これ

は町単位でもしくは県単位で考えられる問題でなくて、本来は国の文

部科学省の問題でございますんで、とやかく言うことではないかもし

れませんけども、ゆとり教育の名のもとにやっぱり十分な基礎学力が

養成されてないから、やっぱり教育レベルの低下というのが見られる

のかなということです。 

 ちょっと話戻ります。先ほど親と、その右になりますけども、親、

教師と子供のコミュニケーション不足があると。子供に対する人格の

尊重という問題とほったらかし、無関心等の問題が混同されているん

じゃないかと。ちょっと勘違いされて、ほったらかすことが人格の尊

重であるというような誤解を持っとられる方もいらっしゃいますとい

うことです。 
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 あと、学校とのかかわりで言えば、卒業とともに学校とのかかわり

が少なくなるということです。 

 これに対して、取り組みということなんですけども、その下の下段

になりますけども、地域とのかかわりというのがやっぱり重要になっ

てくるだろうと。幼児、小学生、中学生との交流を図る。この図るも

「計測」の「計」じゃなくて「図書」の「図」ですね。図る、意図す

るだけでなくて、高校生やもっと上の子供とも接点を作る必要がある

だろうということです。 

 子供は学校や家庭が育てるんではなくて、やっぱり地域全体で見守

っていくという姿勢が大事だろうと。そのためには、やっぱりお年寄

りとの交流等も深めていく必要があるだろうということです。 

 先ほどのところでも、中段にもあるんですけども、犯罪という面で

考えれば、それを守る交番の留守が多いねということもちょっと出た

んですけども、大切なのは、一番下の２番目に書いてありますとお

り、やっぱり大切なのはまず家庭だと。犯罪の芽というのも、やっぱ

りほとんど家庭で摘み取ることができるんじゃないか。あと、警察と

の連携やったり情報交換が必要ではないかという意見です。 

 また、遊び体験の関係になってくるんですけども、それに対する取

り組みということでその右下段のちょうど真ん中辺を見ていただきま

すと、親子で町内の自然・歴史を学ぶ活動を取り入れる必要があるだ

ろう。スポーツクラブみたいな学区単位のコミュニティースクール活

動をますます推進していく必要があるであろう。同じ意見になるかと

思いますけども、地域や家庭が子供たち同士で遊ぶことの必要性を感

じるように啓発していくことが必要であって、子供たちが喜ぶ地域の

施設の開放とか学生アルバイト等による遊びのリーダーを配置する必

要があるんではないかという意見が出ております。 

 これと関連して、教育レベルの問題になってくるんですけども、こ

れもちょっと財政的な問題が関係してくるんですけども、不便な面と

か老朽は改良しても、できるだけ今のよい点は残して特徴を残すと、

画一的にしないと。 

 あともう一点問題出ましたのは、学力充実のための教育支出は惜し

むべきではない。算数の補助教員を配置するとか、そういった町独自

でできる分については、補助教員を配置するなりしてそういった費用

の支出はどんどんやるべきではないかという意見です。 

 あと、学校に関係する特色のある学校づくりということで、一番右

の欄を見ていただきたいというように思います。 
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 一番右の上段になります。特色のある学校づくりは一応進んでいる

んではないかと。例えば、越知の第二小学校に代表される山村留学制

度、大変な事業ではありますけども、一応成果が見られているという

ことです。ただ、問題なのが、その中段に書いてありますとおり、そ

こに住んでおられる方の高齢化によって里親の受け皿がなくなってき

ている。非常に継続するのが困難だなというのが実感のようです。 

 これからどのように取り組んでいくかということを考えた場合、こ

れはちょっと神崎町のことばかりになりますけども、第一小学校児童

の通学安全のためのスクールバスを望む、特に低学年のため。あと、

校区全体での留学制度を維持継続されてはどうかという提案も出てお

ります。 

 逆に、都会の方から生徒を受け入れるだけでなくて、こちらから都

会へ出ていく都会留学というのもおもしろいんじゃないかという意見

が出ていました。山村留学でなくて、地域の子供たちが都会へ出て刺

激を受けるような都会留学があってもいいなという意見が出ておりま

す。 

 これと関係してきますけども、その左になります、統合整備、ちょ

っとこれは分科会で触れるべきことかどうかわかりませんけども、一

つの意見として受け取っていただけばいいと思いますけども、小学校

の生徒数が減少していくという現状を見た場合に、統廃合、統合整備

というのはやっぱり考えざるを得ないんではないか。具体的なことに

ついては、これ教育委員会のサイドで検討願うとして、小学校の統廃

合というのもやっぱり将来的には考えざるを得ないのかなという意見

です。将来問題化しそうな案件も見送りせずに、各町ごとに速やかに

問題を処理をお願いしたい。難しいでしょうけどもお願いしたいとい

うことです。 

 それとあと、当局にとってやっぱりいろいろ不利になるような情報

もあるんでしょうけども、それをできるだけ公開していただいて、住

民広報という面をやっぱり行政サイドに望みますという意見が出てま

した。同じことになりますけども、合併によって小学校のスムーズな

統合もやっぱり図る必要があるんじゃないか。そして、合併によって

児童数が増加する。そのことによって、やっぱり各地の競争力、仲が

いいというだけじゃなくて競争力自体のやっぱりアップが望めて、学

力その他にいい面を及ぼすことが考えられるんじゃないかということ

です。そのメリットとして、多人数の中で学校生活を送ることによっ

て、社会に出てからの順応性がスムーズになる可能性が大きくなると
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いうことです。このことについては、いい面、悪い面、両方あります

んで難しい面がありますけども、これからの数字を考えていくとそう

せざるを得ないのかなというのが委員さんの実感でございました。 

 以上をまとめますとＡ４判の形になります。 

 Ａ４判の方ごらんをいただきますと、少子化によるさまざまな地域

への影響が出てきていると。少子化による地域への影響が大きくて、

特に教育レベルの低下、人間形成への影響の問題などのこの２つの点

が非常に深刻な問題になってます。 

 少子化による子供同士の遊びが減少した結果、自然の中における遊

び体験とか、体を使った遊びが少なくなってきてます。この結果とい

うことかもしれませんけども、教育レベルの低下があらわれてきてま

すけども、これは少子化の中で仲のよい子供は増えているけども、競

争力がなくて自立心に欠ける子供が増えている。あと、ゆとり教育の

もとに基礎学力が低下してることが原因でしょうということです。 

 その結果、教育レベルの低下、著しいのかどうか、とまで言ってい

いのかどうか、ちょっと教育レベルが危ぶまれるという認識です。 

 その学力を充実させるためには、補助教員の配置等についての教育

支出は惜しむべきではないという意見でして、あとハード面の教育施

設については、不便なものとか老朽なものは、整備するに当たって画

一的な整備は避ける必要があるけども、これから小学校の統廃合とい

うことも考えざるを得ないであろうと。合併によってスムーズな統合

を行って、児童数の増加によって各自の競争力が高まって、学力向上

とか社会への順応性という面での効果が期待できるんではないかとい

うことです。 

 あともう一点大事な問題、人間形成への影響ということなんですけ

ども、家庭内の親と子供のひずみ、その関係のひずみとかマナーの問

題、犯罪などについては、そこに住む人たちの心の問題ではあるんで

すけども、傍観者的な態度が大きな原因になっているんじゃないか

と。 

 このために、地域とのかかわりとかコミュニケーションが重要であ

って、例えば親と教師の連携、家庭と警察の連携、高校生と地域の触

れ合い、子供とお年寄りの交流と、さまざまな交流とか連携が重要で

あって、地域全体で子供たちを育てていく必要があろうと。 

 学校づくりという面では、少子化等による課題を多く抱えている一

方で、特色ある学校づくり、例えば山村留学が進められているけど

も、しかし今後継続困難な状況にあるんで、特色ある地域づくりとか
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学校づくりにとってはこれを維持・発展させていくことが望まれる。 

 山村留学だけじゃなくて、都会に出て刺激を受ける、逆の都会留学

というのがあってもいいんじゃないかというのが委員の意見でござい

ました。 

 以上、課題１、２、３につきまして、途中でも申しましたとおり、

やはりこの教育、総務・文教に関する問題は、交流、それから柔軟的

で開放的な組織づくりというこの２点が大きなキーワードになってく

るというのが共通認識でございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。以上です。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 発表が終わりましたので、テーマ３につきましてご意見をお伺いを

いたします。 

 どうぞ。 

 どなたかございませんか。どんなことでも結構でございます。 

 どうぞ。 

山下委員      大河内町の山下です。 

 この中で３番の課題に関してという中で、幼児、小学生、中学生と

の交流を図るだけでなく、高校生よりもっと上の子供との接点を作る

ということで、ちょっと意見を述べさせてもらったんですけども、実

際私ども住んでます地域におきまして、大体子供主体の行事というの

は秋祭りに代表されるような行事もしくは球技大会とかで、小学生ま

でしか行事に参加するという機会がないということがありまして、そ

れに伴いまして、親御さんたちもその年代までの子供さん持たれてい

る方しか、子供との接点が少ないというのが実情でありまして、そう

しますと中学生、高校生の子供たちというのが居場所がない、地域に

おいて居場所がないというのが実情じゃないのかなと思っておりま

す。 

 実際、私も中学生、高校生のころ地元で何してたかなと思うと、や

っぱり学校の友達としか交流しておりませんで、そこで住まれてる、

今度子供たちが下の年代の子供たちもしくは大人の方たちと交流する

場がなかなか得られなかった。じゃ、そうしてくると何か、だんだん

大人になっていくわけですから、今後就職とかというて考えたとき

に、地元に対する愛着というのがだんだん薄れてきてしまったのかな

というのは、ちょっと振り返ったとき思ったわけなんですけども。 

 じゃ、例えば大河内町においても、２年ほど前にちょっと夏になる

と騒がしくするような子供たちがいたという問題があったわけですけ
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ども、じゃその子たちというのは大体中学生、高校生ぐらいの子供た

ちなんですけど、その子たちが、果たして何で、その地域に、ちょっ

と問題を起こしたときに大人たちがあたふたしちゃったのかなという

のを振り返った場合、子供たちの地域での受け皿がなかったというの

が一つ要因じゃないのかなと個人的にちょっと考えたわけなんですけ

ども、そういう意味で今まで子供会的な行事で扱ってきて、その中で

はつき合ったりするわけなんですけど、もう少しその上の子供たちも

含めて、何か地域で一緒に活動できるような場ができていけば、そう

いう問題も少なくなるんじゃないのかなというような気がします。 

 祭りが活発な地域では、そういう子供たちを含めてやられてるとこ

ろでは、同じような現象あるかもしれませんけども、何か本当にこれ

から大人に育っていく、巣立っていく子供たちも、ひとつ包括的に何

か一緒にやっていくような場をそれぞれの地域で活発に模索していっ

ていただければいいんじゃないかなと思っております。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ほかに。 

 どうぞ。 

高橋委員      神崎町の高橋です。 

 たくさんいろんな意見聞かしてもらってありがとうございました。 

 今後の、今いろいろ出たのを新町に結びつけるのに、例えば遠心分

離機のように、集約して次の施策に持っていかれるかと思うんです

が、ちょっとその点また現在の面でそういうふうにされると思います

けども、私ちょっと教育の面で言いますけども、神崎高校の件でござ

いますけども、本年度の入学者、ようやく定員に届きまして、おかげ

さんで地域の子供が１年生が多くなったので、少し落ちつきがなかっ

たと思うんですけど、先日子供たちと地域のロータリー・区長会と交

流しようかということで、グラウンドへ出て、グランドゴルフをした

りテニスをしたりいろんなスポーツを子供と親しむ会を設けたんです

けども、主としてこのたび１年生ですから、この来月１５日には今度

３年生を主にして簡単な作業を一緒にしたりして、子供の進路とかい

ろんなこと相談に乗ったり、そういった子供と会食というか、バーベ

キューなんかをして、子供の意見をくみ取っていきたいと、そういう

計画をしております。 

 今後とも、地元の高校が健全であるように、また例えば寺前駅とか

その他に、これは高校生じゃ困るというような事件があったら、それ

ぞれ注意、指導してもらえばそれだけ神崎校区が浄化されていくと思
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います。 

 昨年の大きな取り組みは、茶髪の子を全部神崎校区から追放しよう

と、なくそうということで、何か事が起きたら、その中に茶髪の子が

いれば、それは神崎校区の子供ではないと、そういう確信が持てる、

昨年１年間取り組んだこと。本年度は、全員たばこの追放に向けて、

長時間かかるんですけども取り組もう、そういう意図で動いておりま

すので、また駅周辺でたばこを吸ったり、そういうことがございまし

たら、おまわりさんには当然すぐ連絡をお願いできたらと思いますけ

ども。 

 それから、もう一点、先ほど駅前の問題もあったんですけど、町民

の、もうすぐ夏が来ますんで夏祭りがそれぞれ大河内町でも計画され

ているかと思うんです。旧の町村合併のとき、神崎町であれば越知地

区、大山地区、粟賀地区に３町の方々の唯一の各町村の皆さんが寄っ

てこられて大きな住民の流れが夏祭りの場面で展開されるんかと思う

んです。お互いに知り合い、ここのところがつながり、そういうなん

もそこででき上がるかと思うんです。できたら、縮小せずに、今後の

住民の憩いの場で広げるという意味で、予算もカットされずに、でき

たらこういう使い道の有効なところへはどんどん予算を出すように計

らってもらいたいなと思うわけです。 

 以上です。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ほかに、どなたか、ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   それでは、ないようでございます。 

 これで、３部会の発表者の委員さんから、それぞれ与えられました

３つのテーマごとに発表をいただきました。また、いろいろなご意見

もいただきました。 

 委員の皆さんで、特にこれだけは発言しておきたいな、また意見の

追加をしておきたい、こういうことがございましたらお受けをいたし

ますので、ひとつご発言をいただきたいと思います。 

大谷委員      大河内町の大谷です。 

 私、今の３部会の話を聞いておりまして私の考えるところは、無関

心な人が多いんじゃないかと、何事に関しても。町村合併に関して

も、本当にどれだけの人がそのことを考えてやられとるかということ

を私はちょっと一遍、委員長さん、どれぐらいの関心度があるのかと

いうことを事務局の方からお聞きしたいんですけれども。 
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 なぜかといいますと、無関心の人に関心を持たせて、まず傍観でも

何かでも、興味のあるようなことを考えてもらって、その人にこうい

う活動に参加をしてもらえると、順序的にいかなかったら、時間がな

いからこう進むとだけでは、こんなん町村合併など私はそんなに進む

ようなことじゃないし、考えない。何しとっても合併するんじゃない

かいとか、どっちみちせえへんのやったら物言うたっても一緒やがな

というようなことのないような、こういう委員会にもしてもらいたい

し、傍聴の方も来られてますけれども、その人らどのように考えられ

て、帰られてどのような報告をされるのか。我々だけがここでして、

いやいやケーブルテレビ見たらいいじゃないか、この広報が出とるや

ないか、その広報をどれぐらい見られとるのかということを、一遍今

の現在の状態で、僕、事務局の方で調査をしてもらいたいなと思うん

ですよ。 

 その結果をもって、また参画する人を変えるとか、考え方をせなん

だら、我々だけがしたっても、あれらがしとんじゃないかというよう

な、私感覚が多いんじゃないかと思うんですよね、私の地区において

も。そんな合併とかというような話も余り出ませんし、出んことがい

いのか出ることがいいのか、それはわかりませんけど、そういう人を

増やさんことには、我々だけがこんなしとったっても、それは何人お

るんか知らんけど、６，０００人ぐらいになるのかわかりませんけ

ど、その中のこれだけの人が考えて、それは私外してでも皆さんしっ

かりした人ばかり来られると思いますけれども、その人がもろもろ帰

られて、どのような報告をして、どのようなことを聞いてこられて、

またここで報告されるのかという、ただ紙の上を一遍だけはずっと通

ったっても、こんなんわからへんと思うんです、私なんか。 

 だけど、こういう関心を持つ人をようけい作ってもらって、それか

らここに参加してもらう。それが参加してきかけますと、やっぱり広

報という参画になりますわね。こんなこと考えなあかん、こんなこと

しょうかいやということになります。そこで意見があってもいいけれ

ども、何にも無関心は全く私は今町村合併考えるときに、一つもどち

らにもつかないという人はやっぱり関心を持ってもらうような方策を

考えてもらいたいなと思うんですけどね。 

 今現在、事務局の方でどのようなところまで把握されておるんです

かね。関心度というんですか。 

浅田（事務局）   今、大谷委員から言われた部分につきまして、２月１５日に第１回

の協議会を開催して以降は、いわゆる神崎町においてはＫ－ＮＥＴ、
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こちらの方からの情報発信、大河内では有線放送を使ったいわゆる会

議、協議会、それから小委員会については傍聴が可能ですということ

での平等なＰＲはさせていただいております。それと、ホームペー

ジ、また協議会だよりという広報誌、そういったものについてのいろ

んな意見なり電話での質問、そういったものを受け皿をとってはおり

ますけれども、今ご指摘がありましたような、いわゆる協議会へのホ

ームページへの意見とか質問、そういったものは数は本当に少ない現

状ではあります。 

 しかしながら、やはりこの協議会または委員会というものは、両町

のいわゆる代表して出ていただいております委員ということで、そう

いったものの中で協議いただいたものについては、私ども協議会の事

務局としては、最大限利用できるメディアについてはそれらを活用し

て情報の発信はいたしております。ただ、その協議会の中で、いわゆ

る今言われたような関心度の状況調査とか、そういったところまで逆

に入れる時間はございません。したがいまして、そういった中で、じ

ゃ委員会の中で、こういうものについてはこういうふうな形で住民へ

のＰＲ、周知をやればどうなんだというふうな声を逆に当委員会の方

で出していただきたいなというふうに思うわけでございます。 

 以上です。 

井上（委員長）   どうぞ。 

藤原（日）委員   神崎町の藤原なんですけども、Ｋ－ＮＥＴであるとか広報誌の関係

で、私が新町の建設計画の小委員会の委員になってるということは皆

さんご存じなんですね。ですんで、やっぱり事あるごとに今どうなっ

てるという質問は多いです。少なくとも、私だけかもしれませんけど

も、私に関してはあちこちの方から、今どうなってる、この問題どう

なってるということの問い合わせは多くて、特にやっぱり一番大きな

関心事が残念なことに新町の建設計画小委員会の問題じゃなくて、も

う一つの小委員会である町名、新町名と、それから局舎の関係でお問

い合わせはあります。ですんで、こういったＫ－ＮＥＴであるとか広

報誌を通して、この委員さんが出てるということがわかっておれば、

少なくとも関心のある方はやっぱりこちらの方に聞いてこられる方々

は多いですね。ですんで、これからこういった広報とかその辺をどん

どん利用していただいて、住民の関心を高めるということはやっぱり

大事やないかというように思います。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ほかに、ございませんか。 



 発 言 者         議 題・発言内容・決定事項 

- 44 - 

 どうぞ。 

藤原（安）委員   大河内町の藤原ですけども、今の話と重なるかと思うんですけど

も、各部会の話を今発表していただいたんですけども、これもっと煮

詰まった話にしていただきたいなと思うのは、これ１町で話ししても

こういう話は出てくると思うんです。その町だけでもうちょっと改革

をしていかなあかんという話の中では、こういう話が出てくると思う

んですね。ですから、２町合併するに当たって、こういう２町が合併

すればこの問題について、こういうふうなことについてはこれがよく

なるとか、問題がこれがあるとかというふうな、もっと具体的なこと

が入ってこんと、これやったら一番最初に５カ年計画とかという冊

子、各町からもらった冊子、こういうふうにしていきたいああいうふ

うにしていきたいとかという要望だけがこれなっていくだけで、結局

この小委員会を、最初の会合のときにも、集約していきますと、です

からいろんな意見を言ってくださいというだけで終わったんで、それ

を集約していく方向にこれは進んでいきよんですけども、ほなそれは

最終的にどうなるんかということもちょっと、これを文章化するだけ

で終わるのか、その辺もちょっとまだ踏み込んで今からしていきます

という、その辺をちょっと事務局の方から聞かせていただきたいんで

すが。 

井上（委員長）   そのことにつきましては、この後スケジュール等につきまして事務

局の方からご説明をいただくことになると思います。 

 ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   ほかにないようでございますので、今回のワークショップの結果を

踏まえ、今後のスケジュールにつきまして事務局から説明をお願いを

いたします。 

 どうぞ。 

浅田（事務局）   ご説明させていただきます。 

 お手元には特に資料を配付をさせていただいておりません。当初ワ

ークショップをするのに、１回だけでいいのか数回持てばいいのかと

いうふうな議論の中で、事務局並びにコンサル、また委員長ともいろ

いろ相談をする中で、前回のワークショップではいわゆる①、いわゆ

る地域の具体的な状況、そしてそれらがどのようなことからなってい

るという要因、ここらを中心に積極的な分科会での意見取りまとめと

いうふうなことをお願いしたと思います。 

 そして３点目に、なかなか分科会では時間的な問題もありまして、
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一部できて、最終的には取りまとめといった部分までなかなかいかな

かった分科会もあろうかと思います。いわゆる３点目の方につきまし

ては、事務局として考えておりますのは、本日、この前のワークショ

ップ並びに本日の全体会、これらを踏まえまして、行政関係にも新町

建設の部会、いわゆる両町の課長さんあたりに集まっていただく部会

がございますので、その部会での検討ということも考えながら、私ど

もが委託をさせていただいておるパシフィックコンサルタンツとも十

分協議をして、次回の委員会でこれらのいわゆる集約したもの、そう

いったものをもう少し見やすくコンパクトにお出しをしていきたいと

いうふうに考えておるところでございます。 

 そして、現在一番ステップの一つとしましては、前々回ですか、両

町の新町の現状というふうな課題についての提案をさせていただきま

した。それらを受けて、今回このワークショップということで、ある

程度の作業終了ができたのかなというふうに思っています。 

 したがいまして、次回からは、次のステップということで合併の必

要性、また新町建設の基本方針といったあたりに入っていきたいとい

うふうに考えておりますので、大谷委員の方からもご質問がありまし

たいわゆる合併のこういった是非、そういった問題も含めながらの一

つのスケジュール的なものを持っておりますので、そちらの方でどし

どしご意見をいただいて、いいものに作れればなというふうに考えて

おりますので、私どもも一つの時間的な制約も踏まえながらのスケジ

ュールを組んでおりますので、その点ご了承いただきたいなというふ

うに思います。 

 そういうことで、次回なんですけれども、新町建設計画の場合は夏

を一つの大きな山場ということにいたしております。そういうこと

で、来月の６月１６日水曜日なんですけれども、大河内町の保健福祉

センターの方で午後から開催をさせていただきたいというふうに思い

ます。 

 そういった中で、また小委員会ではなかなか意見が出しにくい、こ

ういう問題は３つの分科会でやってほしいとかといった声も出してい

ただければ、いろんな施策で考えていきたいというふうに思いますの

で、その辺もあわせてお願いいたしたいと思います。 

 とりあえず事務局の案といたしましては、６月１６日というふうな

ことで持っております。これは決定ではございません。本日の委員会

の中でそのあたり一番当初にございます平日土、日、夜といった３つ

のパターンから委員会を進めていくというふうな基本精神にのっとり
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計画をいたしておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

井上（委員長）   ありがとうございました。 

 ただいま今後のスケジュールについて若干ご説明をいただきまし

た。 

 事務局案といたしまして、来月の１６日に小委員会を開催すると、

こういうことでございます。これにつきまして、何かご質問等ござい

ましたら、どうぞ。 

 ございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   ないようでございますと、このような案で実行をさせていただきた

いなと思っておりますが、よろしゅうございますか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井上（委員長）   ご意見が特にないようでございますので、そのような予定で事を運

ばせていただきたいなと、こういうように思います。よろしくお願い

をいたします。 

 これで第４回の新町建設小委員会を終わります。 

 本日は、本当に月末、しかも日曜日というようなことで、皆さん方

はそれぞれご予定があったかと思いますが、お繰り合わせいただきま

して、本当に今日はワークショップにつきましての取りまとめにつき

ましていろいろとご発言をいただいたり、また貴重なご質問、ご意見

等もいただきました。今後、また非常にだんだんと難しい問題に取り

組んでいくことになると思いますが、ひとつ精いっぱい皆さんで力を

合わせて努力していかなくてはいけないなと、こういうふうに思いま

すんでよろしくお願いをいたします。 

 それでは、本日の委員会はこれで閉会とさせていただきます。どう

も皆さんご苦労さんでした。ありがとうございました。 

 


